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≪           25日のインターバンク市場動向 ≫
午前8時発表の準備預金残高見込は、前日比2兆円増加の88兆6,000億円

(当座預金残高見込は112兆6,000億円)。無担Ｏ/Ｎは大手行から0.06％、
地銀および信託業態から0.07％付近のビッドで、0.07％中心の取引から始
まった。昨日に引き続き落ち着いた水準からの立ち上がりとなった。出し
取り一巡後は0.06～0.065％程度の散発的な取引で推移。午後は一部調整
の動きが見られた程度で、一日の取引を終了した。ターム物はロールオー
バー案件中心の取引となった。

≪             25日のオープン市場動向 ≫
現先レートＳ/Ｎは0.075～0.08％程度で、前日からほぼ変わらず。短国

アウトライト市場は1Ｍ:0.045～0.05％、3Ｍ:0.0425％の出合い。前日に
続いてイベントが無く、閑散との印象。ＣＰ市場は、月末の前倒し発行等、
大型の発行案件も散見され、発行総額2,600億円程度。前日のＣＰ等買入
オペの影響は見られず、発行レートは横ばい圏。

≪ 26日の材料 ≫
*石田日銀審議委員、埼玉県金融経済懇談会にて講演
*米国1月の新築一戸建て販売件数
*英国10-12月期のＧＤＰ改定値

金融商品のお取引には価格変動等によるリスクがあります。金融商品のお取引には手数料等をご負担頂くものがあります。
金融商品取引法に基づきお渡しする書面や目論見書をよくお読みください。
セントラル短資株式会社 登録金融機関 関東財務局長（登金）第526号 日本証券業協会加入

米ドル資金供給(固定金利方式) 2/27～3/6 (7日間) 応札 100万ドル 落札 100万ドル 貸付利率 0.560%

40年利付国債(表面利率1.9%) 応札1兆4,713億円 落札3,992億円 2 27～2053/3/20/1.725 % 按分 59.5588% 

「このレポートは、参考資料としてのみ作成しております。売買に関する最終判断はお客様ご自身でなされますようお願い申し上げます。」


